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第二回
介護職のための

「人」と「認知症」講座

宮崎直人

「人」と「認知症」の介護の歴史と虐待について

～これまでの「認知症」の歴史と虐待の理解～

第二回 テーマ
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DVD『認知症ケア』
NHK 厚生文化事業団
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感想をシェアして下さい
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高齢者虐待、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律

• 第一章 総則
（目的）

第一条 この法律は、高齢者に対する虐待が深刻な状況にあり、高齢者の尊
厳の保持にとって高齢者に対する虐待を防止することが極めて重要であるこ
と等にかんがみ、高齢者虐待の防止等に関する国等の責務、高齢者虐待を
受けた高齢者に対する保護のための措置、養護者の負担の軽減を図ること等
の養護者に対する養護者による高齢者虐待の防止に資する支援（以下「養護
者に対する支援」という。）のための措置等を定めることにより、高齢者虐待
の
防止、養護者に対する支援等に関する施策を促進し、もって高齢者の権利利
益の養護に資することを目的とする。

高齢者虐待防止法の立法趣旨

いま、高齢者虐待は深刻な状況にあります。高齢者が人間らしく生きて
いくには、虐待を防止することが極めて重要です。自分の思っているこ
とを、うまく整理して、人に伝えることのできない高齢者が多くいるこ
とを
考えると、その高齢者の「声なき声」を上手に汲み上げる社会を目指す
必要があります。そういう社会を目指すために、高齢者虐待防止に対
する国や地方公共団体の責任、高齢者に対する保護のための措置、
養護者の負担の軽減を図る支援措置などを定めることによって、虐待
を直接防止する取組や、養護者の支援などの取組を積極的に行うた
めにこの法律を作りました。
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あらためて 権利擁護とは

•自分の思っていることを、うまく整理して、人に伝えることの
できない高齢者の「声なき声」を上手に汲み上げること。

•そういう社会を目指してゆくこと。

高齢者虐待防止・養護者支援法
• 高齢者虐待の定義

高齢者が他者からの不適切な扱いにより権利利益を侵害される状
態や

生命･健康･生活が損なわれるような状態におかれること
• 施設や事業所の職員による虐待も対象
• 市町村が虐待防止の主たる担い手

地域包括支援センター
• 通報の義務化
• 養護者（介護者）支援の視点

市町村は養護者に対する相談･助言･指導、必要な居室の確保を行
う
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権利を擁護するいくつかの制度
• 日本国憲法
• 社会福祉法
• 介護保険法
• 高齢者虐待防止・養護者支援法
• 成年後見制度（民法）
• 日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）
• 苦情解決
• サービス評価と介護情報の公表
• 身体拘束禁止
• 安全配慮義務

※参考にした分類：三瓶徹(四恩園特養部施設⾧・
北広島）

高齢者虐待の定義

身体的虐待
身体に外傷が生じ又は生じるおそれのある暴
力を加えること

ネグレクト

衰弱させるような著しい減食、長時間の放置/
（養護者）同居人の虐待行為の放置等養護を
著しく怠る/（従事者）職務上の義務を著しく怠
る

心理的虐待
著しい暴言又は著しく拒絶的な対応その他著
しい心理的外傷を与えること

性的虐待
わいせつな行為をすること又は高齢者にわい
せつな行為をさせること

経済的虐待
財産を不当に処分することその他高齢者から
不当に財産上の利益を得ること

10
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虐待の種類 介護サービス職員による高齢者虐待の具体例

身体的虐待
叩く・つねる・引っかく・火傷を負わせる・髪を引っ張る・無理に食事を口
に押し込む・車椅子などへの移乗介助の際に乱暴に扱うなど

心理的（情緒的精
神的）虐待

無視する・怒鳴る・ののしる・悪口を言う・子ども扱いをする（言葉づか
いを含む）・にらむ・からかう・排泄の失敗の際に人前で恥をかかせる・
排泄介助の際「また出たの！」「臭いね！」などと言う・入居者個人のプ
ライバシーを暴露する など

経済的（金銭的・
物質的）虐待

ティッシュペーパーなど入居者の私物を勝手に使う・預かった貴重品や
衣類等を失くしてしまう・金銭管理が粗雑である・入居者の預貯金で無
断で使う（入居者が使用する物品であっても）・入居者の財産を横領す
る など

性的虐待

入浴時などで、男女の区別を明確にしない・失禁の際に、懲罰的に下
半身を裸にして放置する・いたずらに性器を触る・勃起した男性入居者
をからかう など ※身体に触れたかどうかは問題ではない

放棄・放任
（ネグレクト）

入居者を不潔なまま放置する・十分な食事を与えない（不適切な栄養
管理も含む）・必要な介護を行わない・必要な医療を受けさせない・施
設内環境が不潔、乱雑、危険な状態となっている など

声なき声の発信者として
声なき声の受信者として
そもそも『認知症』とは何か？
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虐待が起きる時
皆さんで具体的に考えてみませんか？

13

北海道内地域密着型サービス事業所
における虐待の具体的な内容につい

て
(21’～23’)
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こんな時どうしますか？

•食事の際、手づかみで食べている。

•食事が遅い方がいる。

•食事の際に手づかみで食べようとする利用者に職
員が「こんな汚い食べ方して」と怒鳴る。

•食事の際に、食事が遅い利用者に職員が「何やっ
ているの」と怒鳴る。

•食事の際に、食事が遅い利用者に食事の最中に職
員が「もういいでしょう」と食事をさげる。

•職員が「もうごちそうさましたでしょう。」等と
言い，利用者の食事する事を抑止した。
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こんな時どうしますか？

•よく排泄の失敗をする方がいる。

•自らすすんで意欲的に手伝おうとする。

•なかなか生活行為が思うようにできない方がいる。

・日頃から失禁する利用者に対して、職
員が「汚い」「ちゃんとして」「臭い」
と怒鳴る。

・利用者の排泄行為の抑制をした。

・意欲のある利用者に職員が「頼んでも
いないことを勝手にしないで」と怒鳴る。

・利用者ができないことに対して、職員
が「何でできないの」と怒鳴る。
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こんな時どうしますか？

•何度も同じことを訴えにくる方がいる。

•夜間オムツ交換時に、熟睡しておられる方でしたが、尿で汚れ
ていた。

・同じことを訴える利用者に職員が
「何回言ってもわからないのだか
ら」と怒鳴る。

・尿失禁のため下着交換時に利用者
より顔を殴る、髪を掴む等の強い抵
抗を受け、利用者の胸、脇腹を殴打
したことにより左肋骨３か所骨折さ
せた。
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こんな時どうしますか？

•施設の代表者（施設⾧、管理者など）が乱暴な語りかけをして
いる。

•他に処方された薬を、施設⾧またはリーダーの判断で、別の方
に使用する。

・施設代表者が利用者に対して
「コンニャロー」と怒鳴った。

・他の利用者に処方された下剤
（ラキソベロン）を医薬品の専門
的知識及び資格を有しない管理者
及びユニットリーダーの判断によ
り、処方されていない利用者に服
用させた。
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こんな時どうしますか？

•入居されている方の金銭など、勝手に立替払いのために使う。

•他の方への威嚇的な態度や服薬時の抵抗などのある方に、たま
りかねて頬を叩く。

・利用者の生活保護費で購入した物
品、食材を職員が私的に流用した。

・利用者に交付された福祉タクシー
券を職員が私的に流用した。

・利用者による他入居者への威嚇的
行動及び食事後の服薬介助時の抵抗
に耐えかねて、職員が利用者の頬を
手で叩いた。



2018/2/14

13

こんな時どうしますか？

•味付けをしていない食事。

•言うことをきかない方がいる。

•外に出たがる方がいる。

・食事の際、利用者に対して、味付けをして
いない食事の提供をした。

・言うことを聞かない利用者に土下座をさせ
た。

・帰宅願望が出現した際に戸を閉め，フロア
内を意図的に徘徊させた。

・居室入り口に自転車のチェーンロックをか
け，行動の抑制をした。
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こんな時どうしますか？

•苦手な方がいます。

・職員が、後ろから利用者を押した
り、腕を掴んだりしてふらつかせた。

・利用者に「死ね」と言った。

・利用者の後頭部を平手打ちした。

・利用者の腕をひねり上げた。
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こんな時どうしますか？

•顔面に『あざ』ができている。

・利用者の顔面に「あざ」ができて
いたのを見たことがある(証言)
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こんな時どうしますか？

•折り紙が趣味な方がいます。

・趣味が折り紙の高齢者について、
「本人が職員に『折り紙を下さい』
と言うまで渡さないように。」と、
他職員に指示していた。
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こんな時どうしますか？

•大きな声を出す人がいます。

・職員が利用者の口の中にお手玉を
入れた。
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論外編

•利用者を乗せたまま、歩行器を勢いよく押して遊んだ。

• 4の字固めをかけた。

•殺した。

あなたのストレス（サイン）チェック

項目 ほとんどない 時々ある よくある

１ イライラする ０ 点 １ 点 ２ 点

２ 不安だ ０ 点 １ 点 ２ 点

３ 落ち着かない ０ 点 １ 点 ２ 点

４ ゆううつだ ０ 点 １ 点 ２ 点

５ よく眠れない ０ 点 １ 点 ２ 点

６ 体の調子が悪い ０ 点 １ 点 ２ 点

７ 物事に集中できない ０ 点 １ 点 ２ 点

８ することに間違いが多い ０ 点 １ 点 ２ 点

９ 仕事中、強い眠気に教われる ０ 点 １ 点 ２ 点

１０ やる気が出ない ０ 点 １ 点 ２ 点

１１ へとへとだ（運動後をのぞく） ０ 点 １ 点 ２ 点

１２ 朝起きた時、ぐったりして疲れを感じる ０ 点 １ 点 ２ 点

１３ 以前と比べて、疲れやすい ０ 点 １ 点 ２ 点
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あなたのストレスチェック（評価）

０点〜４点 ストレスのサインはほとんど出ていない （いいんでないかい状態）

５点〜１０点
ストレスのサインが少し出ている

（ちょっと気をつけたらいいべさ状態）

１１点〜２０点 ストレスのサインが高く出ている （ふつうにヤバい状態）

２１点以上 ストレスのサインが非常に高く出まくり （なまらヤバい状態）

身体拘束について

38
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『抑制死』の説明

•縛りつづけられていると関節が拘縮し、心肺機能が低下し、全
身が
衰弱し、感染もおこしやすくなる。縛られてしまったという精

神的なダ
メージとの相乗効果で、障害をもつ弱い高齢者に致命的な変化

を生
じ、もはや縛ることをやめても、縛られる以前の状態には回復

しない
という確信をもつようになった。

厚生労働省による「身体拘束禁止」
（１９９９年３月）

「指定介護老人福祉施設は当該入所者または他の入所者等の生命
または身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体拘
束
その他入所者の行動を制限する行為を行ってはならない」
（指定介護老人福祉施設サービスの取扱方針第12条第4項）
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身体拘束禁止 （１９９９年３月 厚生労働省）

１ 徘徊しないように車椅子や椅子、ベッドに体幹や四肢をひも等で縛る

２ 転落しないようにベッドに体幹や四肢をひも等で縛る

３ 自分で降りられないようにベッドを柵（サイドテーブル)で囲む

４ 点滴・経管栄養等のチューブを抜かないように四肢をひも等で縛る

５
点滴・経管栄養等のチューブを抜かないようにまたは皮膚をかきむしらない
ように手指の機能を制限するミトン型の手袋等をつける

６
車椅子や椅子からずり落ちたり立ち上がったりしないように、Ｙ字型抑制帯や
腰ベルト、車椅子テーブルをつける

７ 立ち上がる能力のある人の立ち上がりを妨げるような椅子を使用する

８ 脱衣やオムツはずしを制限するために、介護衣（つなぎ服）を着せる

９ 他人への迷惑行為を防ぐために、ベッドなどに体幹や四肢をひも等で縛る

１０ 行動を落ち着かせるために、向精神薬を過剰に服用する

１１ 自分の意志で開けることのできない居室等に隔離する

魔の３ロック～フィジカル（身体）・ロック ドラッグ（薬）・ロック スピーチ（声）・ロック

緊急やむを得ない場合とは

１．切迫性（本人や他の入所者等の生命・身体
が危険にさらされる危険性が著しく高い）

２．非代替性（身体拘束その他の行動制限を行
う以外に代わりになる介護方法がない）

３．一時性（身体拘束その他の行動制限が一時
的なものである）

42

例外３原則（すべてを満たすこと）
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慎重な手続きを踏むこと

緊急やむを得ない場合以外の身体拘束は原則すべて高齢者
虐待に該当する（厚労省「市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について｣)

43

１．例外３原則の確認等の手続きを「身体拘束廃止
委員会」等のチームで行い記録する

２．本人や家族に、目的・理由・時間（帯）・期間
等を出来る限り詳しく説明し十分な理解を得る

３．状況をよく観察・検討し、要件に該当しなくな
った場合はすみやかに身体拘束を解除する

身体拘束等を行う場合はその態様及び時間、その際の入所者の心身
の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録しなければならない（基
準）

身体拘束がもたらす弊害

厚生労働省身体拘束ゼロ作戦推進会議編「身体拘束ゼロへの手引き－高齢者ケアに関わるすべて
の人に（平成１３年３月）」 を参考として

身体的弊害 精神的弊害 社会的弊害

●関節の拘縮、筋力の低下
といった身体機能の低下や
圧迫部位のじょく創の発生な
ど。

●食欲の低下、心肺機能や
感染症への抵抗力の低下な
ど。

●車いすに拘束しているケー
スでは無理な立ち上がりによ
る転倒事故、ベッド柵のケー
スでは乗り越えによる転落事
故、さらには抑制具による窒
息等の大事故を発生させる
危険性。

●本人に不安や怒り、屈辱、あきらめと
いった大きな精神的苦痛を与え、そして
人間としての尊厳を侵す。

●認知症がさらに進行し、せん妄の頻
発をもたらすおそれもある。

●家族にも大きな精神的苦痛を与え、
自らの親や配偶者が拘束されている姿
を見たとき、混乱し、後悔し、罪悪惑に
さいなまされる家族は多い。

●看護・介護スタッフも、自らが行うケア
に対して誇りを持てなくなり、安易な拘
束が士気の低下を招く。

●介護保険施設等に対
する社会的な不信、偏見を
引き起こす恐れがある。

●身体拘束による高齢
者の心身機能の低下はそ
の人のＱＯＬを低下させる
のみでなく、さらなる医療的
処置を生じさせ経済的にも
少なからぬ影響をもたらす。
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『爪切り』

昨年の１１月、グループホームで穏やかに生活していた９１歳
の母が２度目の脳梗塞を発症し、総合病院に緊急搬送された。
その後、私は往復２時間以上もかけて、母の見舞いを続けた。

行く度に寝たきりに近づいていく母を見るのは、とても悲しく切
なかった。
急性期も過ぎ、私自身の体力も考えて、通勤途中に寄れる近く

の病院に転院できるようお願いした。
気になっていることがあった。タカの爪ののように伸びた母の

足の爪だ。新しい年が明けて早々、母は転院となった。爪はその
ままに。転院して３日目、母の爪はきれいに切りそろえられてい
た。私はとてもうれしかった。

家族の思いとは、そういうことであり、人間の尊厳とは、そう
いうことであり。病院の質とは、そういうところにあると思えて
ならなかった。
私には、爪切りという小さな行為の中に、決して大げさではな

く、全てが含まれているように感じられた。
終末が近ければ近いほど、大事なことは、高度な医療や技術で

はなく、一人の人間として、どう向き合ってもられるのかという
ことではないだろうか。
近いということで希望した病院だったけれど、自分の選択にま

ちがいはなかったと満足している。
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寝たきりの 母の爪切り 人として
ここに居るよと 生きているよと

３つの大切なこと

①『自分のことは自分ですること』

②『互いに助け合うこと』

③『社会と繋がっていること』
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有難うございました。
次回は

２月１４日（水）に変更します。
テーマ「人」と「認知症」の介護の歴史と虐待について

どうぞよろしくお願い致します。


